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か
と
推
測
す
る
。

松
岡
氏
は
、
阿
部
泰
郎
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
真
福
寺
大
須
文
庫
蔵
『
中

堂
咒
師
作
法
』
他
の
資
料
に
よ
っ
て
、
修
正
会
・
修
二
会
の
場
に
お
い
て
、
結

願
の
追
儺
で
龍
天
・
毘
沙
門
天
を
演
じ
て
い
た
咒
師
猿
楽
と
共
に
後
戸
に
お
い

て
乱
声
を
担
っ
て
い
た
下
﨟
猿
楽
は
、
猿
楽
の
芸
を
演
じ
、
追
儺
で
は
追
わ
れ

る
鬼
で
あ
る
毘
那
夜
迦
の
役
を
勤
め
て
い
た
こ
と
、
こ
の
下
﨟
猿
楽
の
流
れ
を

汲
む
猿
楽
の
座
が
鎌
倉
末
期
成
立
の
『
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
に
お
い
て

翁
面
と
呼
ば
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
、
鎌
倉
期
に
は
猿
楽
の
座
の
表
芸
は
翁
に

な
っ
て
い
た
と
し
て
、
翁
に
毘
那
夜
迦
の
荒
神
的
性
格
を
見
る
。

多
武
峰
の
常
行
堂
三
昧
儀
式
は
摩
多
羅
神
を
対
象
と
す
る
法
会
で
あ
り
、
翁

面
は
摩
多
羅
神
で
は
な
い
と
い
う
天
野
氏
の
読
み
は
、
高
橋
悠
介
氏
が
疑
義
を

呈
す
る
よ
う
に
③

、
多
武
峰
常
行
堂
に
お
い
て
は
翁
面
が
摩
多
羅
神
と
呼
ば
れ

て
い
る
事
実
も
ま
た
看
過
し
難
い
が
、
法
会
の
資
料
が
示
す
限
り
に
お
い
て
妥

当
な
結
論
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
そ
め
ん
」
に
祖
面
の
字
を
宛
て
て
翁
を

祖
先
神
と
す
る
結
論
は
、
祖
先
神
を
「
そ
め
ん
」
と
呼
ぶ
例
が
な
く
、
後
世
の

解
釈
の
域
を
出
な
い
。
下
﨟
猿
楽
が
追
儺
で
鬼
面
を
着
し
た
毘
那
夜
迦
の
役
を

担
っ
て
い
た
と
い
う
松
岡
氏
の
指
摘
は
、
猿
楽
と
鬼
、
そ
し
て
鬼
面
の
関
係
を

解
き
明
か
す
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
毘

那
夜
迦
か
ら
翁
芸
と
翁
面
の
発
生
に
い
た
る
過
程
が
未
解
明
の
領
域
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。

一能
と
能
面
の
関
係
は
、
ど
れ
ほ
ど
不
可
分
で
本
来
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
能
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
と
い
う
問
い
を
立
て
る
に
等
し
く
、

難
問
で
あ
る
。
現
在
、
能
の
家
が
最
も
神
聖
視
す
る
面
は
翁
面
で
あ
る
が
、
翁

芸
の
発
生
が
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
、
翁
面
が
い
つ
、
い
か
に
し
て

創
造
さ
れ
た
の
か
、
答
え
は
ま
だ
見
え
て
い
な
い
。

翁
お
よ
び
翁
面
の
発
生
に
関
す
る
最
新
の
論
考
に
、
天
野
文
雄
氏
「
能
の

『
翁
』
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
―
―
『
翁
』
以
前
の
「
翁
」
を
め

ぐ
っ
て
―
―
」、
松
岡
心
平
氏
「
翁
芸
の
発
生
」①
が
あ
る
。

天
野
氏
は
、
多
武
峰
常
行
堂
修
正
会
に
関
す
る
資
料『
常
行
堂
三
昧
儀
式
』②

の
検
討
を
通
じ
て
、
申
楽
の
翁
面
は
摩
多
羅
神
の
表
徴
と
し
て
生
ま
れ
た
と
す

る
自
説
（「
翁
猿
楽
の
成
立
―
―
常
行
堂
修
正
会
と
の
関
連
―
―
」『
文
学
』
一

九
八
三
年
七
月
号
）
を
撤
回
し
、「
翁
」
を
摩
多
羅
神
と
は
別
個
の
存
在
と
断

定
し
た
上
で
、
翁
面
に
つ
い
て
は
、
表
章
氏
が
紹
介
さ
れ
た
法
政
大
学
能
楽
研

究
所
観
世
新
九
郎
文
庫
蔵
『
享
禄
三
年
二
月
奥
書
能
伝
書
』
に
見
え
る
「
此
メ

ン
ノ
ナ
ヲ
バ
ソ
メ
ン
ト
申
也
」
の
「
ソ
メ
ン
」
に
祖
面
の
字
を
宛
て
、
祖
先
面

能
と
能
面
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山
科
の
忰
侍
で
あ
っ
た
男
が
山
科
の
春
日
明
神
に
参
籠
し
、
使
し
め
の
烏
が

落
と
し
た
翁
面
を
入
手
し
た
こ
と
が
立
座
の
契
機
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
右

は
い
ず
れ
も
座
の
建
立
と
翁
面
の
取
得
が
一
体
の
事
柄
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

最
も
古
い
来
歴
を
説
く
座
は
円
満
井
座（
金
春
家
）で
あ
る
が
、『
風
姿
花
伝
』

第
四
神
祇
云
に
は
、

上
宮
太
子
、
天
下
少
し
障
り
あ
り
し
時
、
神
代
・
仏
在
所
の
吉
例
に
任
て
、

六
十
六
番
の
物
ま
ね
を
彼
河
勝
に
仰
せ
て
、
同
じ
く
六
十
六
番
の
面
を
御
作

に
て
、
則
河
勝
に
与
へ
給
ふ
。（
中
略
）
村
上
天
皇
、
申
楽
を
以
て
天
下
の

御
祈
祷
た
る
べ
き
と
て
、
そ
の
頃
彼
河
勝
こ
の
申
楽
の
芸
を
伝
る
子
孫
、
秦

氏
安
な
り
。
六
十
六
番
申
楽
を
紫
宸
殿
に
て
仕
る
。（
中
略
）
そ
の
後
、
六

十
六
番
ま
で
は
一
日
に
勤
め
が
た
し
と
て
、
そ
の
中
を
選
び
て
、
稲
経
の
翁

翁
面
、
代
経
翁
三
番
申
楽
、
父
尉
、
こ
れ
三
を
定
む
。
今
の
代
の
式
三
番
、

是
也
。
則
、
法
・
報
・
応
の
三
身
の
如
来
を
か
た
ど
り
奉
る
所
也
。
式
三
番

の
口
伝
、
別
紙
に
あ
る
べ
し
。（
中
略
）
秦
氏
安
よ
り
、
光
太
郎
・
金
春
ま

で
、
廿
九
代
の
遠
孫
な
り
。
こ
れ
、
大
和
国
円
満
井
の
座
也
。
同
じ
く
氏
安

よ
り
相
伝
た
る
聖
徳
太
子
の
御
作
の
鬼
面
、
春
日
の
御
神
影
、
仏
舎
利
、
是

三
、
こ
の
家
に
伝
る
所
也
。

聖
徳
太
子
か
ら
六
十
六
番
の
面
を
与
え
ら
れ
紫
宸
殿
で
六
十
六
番
申
楽
を

勤
め
て
天
下
を
平
か
に
し
た
秦
河
勝
を
、
本
邦
に
お
け
る
申
楽
の
始
祖
と
仰

二翁
面
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
。『
申
楽
談
儀
』
第
二
十
二
段
冒
頭
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、

一
、
面め

ん

の
こ
と
、
翁
は
日
光
う
ち
、
弥
勒
打
て
也
。
此
座
の
翁
は
弥
勒
打

也
。
伊
賀
小
波
多
に
て
座
を
た
て
初
め
ら
れ
し
時
、
伊
賀
に
て
た
づ
ね
出い

だ

し

た
て
ま
つ
し
面
也
。　
　
　
　
　
（『
申
楽
談
儀
』
二
十
二
段
④

）

観
世
座
の
翁
面
は
、
座
の
建
立
時
に
伊
賀
の
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が

語
り
継
が
れ
て
い
る
。
同
書
第
二
十
三
段
に
は
、
近
江
猿
楽
上
三
座
の
山
科
が

申
楽
の
家
と
な
っ
た
始
原
説
話
と
し
て
、

近
江
は
、
敏
満
寺
の
座
、
久
座
也
。
山
科
は
、
山
科
と
云
所
の
悴か

せ

侍
な
り

し
が
、
敏
満
寺
が
女む

す
め

と
嫁
し
て
、
申
楽
に
心
ざ
し
て
、
山
科
の
明
神
、
春
日

に
て
御
座
歟
、
籠
て
進
退
を
祈
る
。
烏
、
社
壇
の
上
よ
り
物
を
落
す
。
見
れ

ば
翁
面
に
て
ま
し
ま
す
。
此
上
は
と
て
申
楽
に
成
る
。
嫡
子
を
ば
山
科
に
置

き
、
弟
を
ば
下
坂
に
置
き
、
三
男
を
ば
日
吉
に
置
く
。
其
よ
り
三
座
の
流
れ

と
成
。
然
共
、
山
科
総
領
な
れ
ば
、
日
吉
の
神
事
、
今
に
正
月
朔
日
よ
り
七

日
に
至
る
迄
、
山
科
独
し
て
翁
を
す
。
彼
面
也
。
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ノ
姿
、
怒
ル
時
ニ
ハ
、
夜
叉
・
鬼
神
ノ
形
ト
現
ワ
レ
、
柔
和
・
忍
辱
・
慈

悲
ノ
姿
ヲ
現
ワ
ス
時
、
面
貌
端
厳
ニ
シ
テ
、
本
有
如
来
ノ
妙
体
也
。
然
者

一
体
異
名
ナ
リ
。

（『
明
宿
集
』）

こ
う
や
っ
て
禅
竹
が
、
柔
和
・
忍
辱
･
慈
悲
の
姿
を
現
す
翁
面
と
、
降
伏
、

憤
怒
の
相
で
あ
る
鬼
面
を
善
悪
二
相
一
如
と
把
握
し
た
こ
と
を
起
点
と
し
て
、

金
春
家
の
翁
面
は
、
鬼
面
に
同
じ
く
太
子
作
面
と
な
り
、
秦
河
勝
の
六
十
六
番

猿
楽
以
来
の
面
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

面
の
出
所
を
天
や
海
中
、
川
上
な
ど
異
界
と
す
る
の
は
、
面
の
神
聖
性
を
語

る
話
型
の
常
套
で
あ
る
が
、
座
の
建
立
と
翁
面
の
取
得
を
一
体
の
現
象
と
し
て

説
く
こ
れ
ら
の
伝
承
は
、
つ
ま
り
は
翁
芸
が
猿
楽
の
座
に
と
っ
て
の
根
本
で
あ

る
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
は
、
翁
面

の
創
成
が
猿
楽
の
座
成
立
以
前
に
溯
り
、
金
春
家
の
場
合
も
、
こ
れ
を
円
満
井

座
の
遠
祖
秦
氏
安
伝
来
の
家
宝
の
鬼
面
と
二
相
一
如
の
面
と
位
置
付
け
る
こ
と

で
、
翁
面
を
座
の
根
本
面
と
説
こ
う
と
し
た
意
図
を
読
み
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

民
俗
面
を
含
め
現
存
す
る
鬼
面
が
多
様
性
を
み
せ
る
一
方
で
、
翁
面
は
顔
の

輪
郭
や
皺
の
形
状
、
髭
の
描
き
方
に
多
少
の
変
化
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
円

満
の
相
好
と
切
り
顎
と
眉
に
一
定
の
様
式
性
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、

猿
楽
の
座
が
翁
を
表
芸
に
す
る
以
前
に
、
既
に
翁
面
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ぎ
、
そ
の
子
孫
で
、
同
じ
く
紫
宸
殿
で
六
十
六
番
申
楽
を
勤
め
た
と
す
る
秦

氏
安
を
、
円
満
井
座
の
遠
祖
と
位
置
付
け
る
。
氏
安
は
実
在
が
確
か
め
ら
れ

な
い
人
物
で
あ
る
が
、
こ
の
氏
安
の
後
に
六
十
六
番
申
楽
を
縮
約
し
た
形
と

し
て
、
式
三
番
（
翁
面
・
三
番
叟
・
父
尉
か
ら
な
る
古
態
の
翁
芸
）
の
起
こ

り
が
説
か
れ
て
い
る
。

「
そ
の
中
を
選
び
て
」
な
る
記
述
は
、
秦
河
勝
が
行
っ
た
六
十
六
番
申
楽

の
中
に
、
既
に
稲
経
翁
（
翁
）、
代
経
翁
（
三
番
叟
）、
父
尉
が
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
三
つ
が
六
十
六
番
申
楽
を
代
表
す
る
申
楽
で
あ
っ

た
こ
と
を
説
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
翁
芸
が
飛
鳥
時
代
に

溯
る
こ
と
は
信
じ
る
に
足
り
な
い
が
、『
風
姿
花
伝
』
第
四
神
祇
云
で
は
、
翁
、

そ
し
て
翁
面
が
本
朝
に
お
け
る
申
楽
の
起
源
と
共
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。

金
春
家
の
場
合
、
秦
氏
安
よ
り
伝
来
の
三
つ
の
家
宝
に
含
ま
れ
て
い
る
の

は
翁
面
で
は
な
く
、
鬼
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
禅
竹
は
翁
面
を
秦
河
勝
六
十

六
番
申
楽
ゆ
か
り
の
太
子
作
鬼
面
と
一
体
の
も
の
と
し
て
説
い
て
い
く
。

翁
ニ
対
シ
タ
テ
マ
ツ
テ
、
鬼
面
ヲ
当
座
ニ
安
置
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
コ
ト
、

コ
レ
ワ
聖
徳
太
子
御
作
ノ
面
也
。
秦
河
勝
ニ
猿
楽
ノ
業
ヲ
被
仰
付
シ
時
、

河
勝
ニ
給
イ
ケ
ル
也
。
是
則
、
翁
一
体
ノ
御
面
ナ
リ
。
諸
天
・
善
神
、
仏
・

菩
薩
ト
初
メ
タ
テ
マ
ツ
リ
、
人
間
ニ
至
ル
マ
デ
、
柔
和
・
憤
怒
ノ
二
ノ
形

ア
リ
。
コ
レ
、
善
悪
ノ
二
相
一
如
ノ
形
ナ
ル
ベ
シ
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
、
降
伏
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趣
キ
。
其
後
、
寛
治
殿
、
物
語
リ
左
ニ
記
。

同
国
長
浜
ヨ
リ
艮

ウ
シ
ト
ラ

六
里
計
山
中
ニ
上カ

ウ

ヅ

ハ

ラ

津
原
村
有
。
家
数
五
百
軒
斗
也
。

此
所
ノ
神
社
産
神
此
神
体
翁
ノ
面
ニ
テ
、
其
余
七
面
、
都
合
八
面
有
。
其

内
ニ
随
一
タ
ル
モ
ノ
、
翁
ノ
面
タ
ル
ヘ
キ
カ
。
所
ノ
人
ハ
三サ

ン
バ
ソ
メ
ン

番
叟
面
ト
云

ト
也
。
其
余
七
面
ハ
何
タ
ル
事
ヲ
シ
ラ
ズ
ト
ナ
ン
。
古
来
ハ
拾
二
面
有
之
。

皆
一
箱
ニ
入
リ
シ
ガ
、
い
か
や
う
に
入
置
候
て
も
三
番
三
面
ハ
お
の
れ
と

上
へ
出
し
と
云
伝
ふ
。
し
か
る
に
中
昔
、
諸
人
結
縁
の
た
め
に
と
て
柏
原

よ
り
憑
に
て
、
則
柏
原
上ジ

ヨ
ボ
タ
イ
ヰ
ン

菩
提
院
ヘ
貸
シ
遣
ス
。
此
時
四
面
ヲ
上
菩
提
院

ニ
留
メ
返
サ
ズ
。
し
か
り
し
已
来
、
八
面
と
な
る
。
扨
、
此
面
ノ
霊
験
タ

ル
事
ハ
、
雨
乞
也
。
毎
度
奇
瑞
違
ふ
事
な
し
。
古
ナ
ル
哉
/\
。
今
ハ
九
拾

歳
ノ
村
老
ノ
云
、
我
若
か
り
し
時
ハ
、
雨
乞
の
返
し
と
て
、
村
洛
の
老
若
、

日
を
定
、
酒
を
汲
、
右
三
番
三
面
及
七
面
ど
も
人
前
ニ
着
テ
踊
リ
、
悦
を

し
て
其
後
、
面
を
神
殿
に
納
し
事
な
る
に
、
先
年
、
衆
中
の
内
ニ
、
大
キ

ニ
祟
リ
を
蒙
り
、
三
四
人
即
座
ニ
絶
倒
し
漸
気
起
り
罵
口
ば
し
り
、
無
礼

不
敬
之
事
々
同
音
ニ
云
い
終
テ
、
死
タ
ル
如
ク
数
刻
熟
睡
し
、
其
後
各

正
気
と
な
る
。
夫
よ
り
恐
レ
敬
ひ
御
詫
御
湯
を
さ
ゝ
げ
、
又
、
一
面
々
々

ニ
箱
を
寄
進
ス
。
惣
而
此
村
ハ
山
中
タ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
、
人
性
至
テ
律
義
也
。

誠
神
ハ
敬
ふ
に
よ
つ
て
威
を
益
と
か
や
。
尊
敬
に
し
た
が
ひ
弥
奇
瑞
を
そ

へ
た
り
。

右
、
雨
乞
の
時
は
、
此
村
に
池
ア
リ
。
此
水
モ
湖
に
落
ル
。
池
中
に
平

面
ナ
ル
大
石
有
。
此
所
を
俗
呼
で
面メ

ン
ア
ラ
ヒ
ブ
チ

洗
渕
と
云
。
平
面
石
の
上
へ
八
ツ

で
は
、
そ
れ
は
一
体
何
を
表
象
す
る
も
の
と
し
て
造
型
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

五
穀
豊
穣
寿
福
円
満
を
願
い
、
こ
れ
を
も
た
ら
す
存
在
、
寿
命
長
遠
天
下
太
平

を
祈
祷
し
、
こ
れ
を
も
た
ら
す
存
在
、
こ
れ
ら
の
主
客
一
体
の
存
在
に
誰
が
形

を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

三修
正
会
・
修
二
会
の
場
が
翁
形
成
の
母
体
で
あ
る
一
方
、
地
方
の
村
落
で
伝

え
ら
れ
て
き
た
翁
面
は
、
こ
れ
を
祀
る
人
々
の
豊
作
、
祈
雨
止
雨
、
そ
し
て
疫

病
や
疱
瘡
除
け
な
ど
、
現
実
的
で
具
体
的
な
祈
願
の
対
象
で
あ
り
、
担
い
手
で

あ
る
⑤

。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
京
観
世
五
軒
家
の
一
で
あ
る
岩
井
七
郎
右
衛
門
家
四

代
、
岩
井
直
恒
（
享
保
十
三
（
1
7
2
8
））
～
享
和
二
（
1
8
0
2
））
の
に

書
き
留
め
ら
れ
た
翁
面
に
関
す
る
湖
東
の
言
い
伝
え
で
あ
る
。

安
永
六
酉
二
月
始
ノ
比
ヨ
リ
江
州
坂
田
郡
長
浜
近
キ
浅
井
郡
醍
醐
村

ヨ
リ
草
野
寛
治
殿
ト
云
人
、
医
道
執
行
ノ
タ
メ
在
京
有
リ
。
謡
モ
執
心
ニ

テ
毎
日
此
方
ヘ
稽
古
ニ
見
ヘ
候
。
四
月
上
旬
稽
古
ニ
来
リ
合
セ
候
折
柄
、

桔
梗
や
武
助
殿
懇
意
之
小
児
ト
テ
此
方
ニ
有
之
。
神
面
頂
戴
之
事
ヲ
押
掛

ケ
頼
マ
レ
、
此
節
世
上
ニ
疱
瘡
大
ニ
流
行
故
、
別
日
ニ
ト
モ
申
難
ク
頂
戴

済
。
序
ニ
武
助
殿
も
拝
見
ノ
望
ニ
付
、
右
寛
治
殿
も
相
伴
シ
テ
甚
敬
信
ノ
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現
住
也
。

直
恒
思
フ
ニ
、
右
上
津
原
ノ
神
面
ハ
、
楽
面
ニ
テ
有
べ
し
。
但
シ
、
三

番
三
面
と
云
ハ
、
翁
ノ
面
ナ
ル
ベ
キ
カ
。
此
村
大
キ
ニ
古
キ
所
に
て
、
年

数
し
れ
ぬ
と
の
事
也
。　
　
　
　
（
岩
井
直
恒
筆
『
覚
書
』
大
西
家
蔵
）

江
州
浅
井
郡
醍
醐
村
の
出
身
で
、
医
者
修
行
の
た
め
に
京
に
遊
学
し
、
毎

日
直
恒
の
下
に
通
っ
て
謡
に
親
し
ん
で
い
た
草
野
寛
治
が
、
安
永
六
年

（
1
7
7
7
）
四
月
の
或
る
日
、
直
恒
に
語
っ
た
話
で
あ
る
。
湖
東
は
謡
が
盛

ん
な
土
地
で
あ
り
、
岩
井
七
郎
右
衛
門
家
に
同
じ
く
京
観
世
五
軒
家
の
一
つ
で

あ
っ
た
井
上
次
郎
右
衛
門
家
の
神
文
帳
⑥

に
も
、
長
浜
在
住
の
門
人
が
多
く
名

を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
日
、直
恒
の
家
を
訪
れ
た
小
童
が
持
ち
込
ん
だ「
神
面
」

が
ど
こ
の
所
蔵
の
何
の
面
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
居
合
わ
せ
た
寛
治
が
、

こ
の
神
面
を
拝
し
た
後
で
翁
面
の
話
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
翁
面
で
あ
る
可

能
性
は
高
い
。
現
在
も
翁
面
の
願
掛
け
の
中
に
疱
瘡
除
け
が
あ
る
。

寛
治
の
話
に
よ
れ
ば
、
郷
里
長
浜
の
北
東
山
中
に
あ
る
神
津
原
の
産
神
社
に

は
ご
神
体
の
翁
面
一
面
を
含
む
八
面
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
在
地
の
人
々
は
ご

神
体
の
翁
面
を
「
三
番
叟
面
（
さ
ん
ば
そ
め
ん
）」
と
呼
ん
で
い
る
。
以
前
は

十
二
面
あ
り
、十
二
面
全
て
を
一
箱
に
納
め
て
い
た
が
、こ
の
「
さ
ん
ば
そ
面
」

は
ど
れ
ほ
ど
下
の
方
に
置
い
て
い
て
も
、
次
に
開
け
る
と
必
ず
一
番
上
に
在
っ

た
と
い
う
。
現
在
失
わ
れ
た
四
面
は
、
柏
原
の
上
菩
提
院
へ
貸
し
た
折
に
、
返

却
さ
れ
ぬ
ま
ま
だ
が
、
残
っ
た
八
面
は
雨
乞
い
に
霊
験
が
あ
ら
た
か
で
、
古
老

ノ
面
を
並
べ
、
笹
ノ
枝
を
以
て
此
面
ノ
上
へ
少
水
を
そ
ゝ
げ
バ
、
暫
時
之

内
ニ
雷
雨
を
な
す
事
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
八
十
年
前
、
寅
年
両
年
打
続
、

諸
国
大
旱
魃
ス
。
此
時
、
両
度
此
面
を
出
し
、
例
の
ご
と
く
せ
し
に
、
怱

近
在
八
九
里
潤
ス
程
ノ
大
夕
立
有
。
二
度
目
ハ
三
里
斗
雨
ふ
り
し
と
。
尤

両
度
と
も
上
津
原
ハ
大
雷
鳴
也
。
右
之
時
、
雨
乞
ノ
返
し
に
ハ
、
御
湯
を

捧
、
一
村
老
若
男
女
神
前
に
て
お
ど
り
な
ど
し
て
悦
し
と
也
。
中
に
、
三

番
叟
の
面
を
着
て
な
ど
云
事
ハ
お
も
ひ
よ
ら
ず
。
昔
は
け
し
か
ら
ぬ
事
に

て
有
し
と
こ
そ
噂
し
て
済
ま
せ
し
と
也
。

又
、
長
浜
ニ
應
長
院
大
通
寺
と
云
、
京
六
条
門
跡
ノ
連
枝
と
云
テ
、
貴

僧
ま
し
ま
す
。
十
七
八
年
前
末
寺
よ
り
招
待
ニ
ヨ
ツ
テ
末
寺
廻
り
有
し

に
、
此
供
奉
に
宇
野
孫
助
と
云
人
有
。
此
男
ハ
長
浜
ミ
ツ
ヤ
町
ニ
根
ヲ
ヒ

ノ
人
に
て
、
身
上
向
モ
厚
ク
乱
舞
に
も
心
懸
ケ
有
人
ゆ
へ
、
彼
上
津
原
ノ

神
面
拝
見
ノ
望
有
に
よ
つ
て
、
兼
て
應
長
院
へ
内
々
を
申
込
、
序
ニ
拝
見

を
と
心
に
工
ミ
、
上
津
原
に
余
儀
成
が
た
き
手
筋
を
頼
に
、
無
程
遂
行
の

折
節
、
應
長
院
御
拝
見
并
孫
助
も
拝
見
之
所
、
此
時
ハ
わ
け
て
神
の
い
の

り
も
強
か
り
し
に
や
、
怱
雨
ふ
り
出
し
、
雷
鳴
頻
り
ゆ
へ
、
誠
に
拝
見
ニ

及
ば
ず
納
め
し
と
也
。
夫
よ
り
應
長
順
行
有
し
に
、
近
在
に
は
御
も
て
な

し
に
、
若
者
ど
も
相
撲
ノ
場
所
を
儲
置
し
も
、
右
ノ
大
雨
に
て
無
益
と
な

り
、
皆
々
腹
立
せ
し
と
也
。
但
シ
、
門
徒
の
衆
ハ
時
と
し
て
降
し
雨
と
い

へ
ど
も
、
そ
れ
と
ば
か
り
も
申
が
た
き
趣
に
て
有
し
由
、
是
等
廿
ヶ
年
来

之
事
は
正
し
く
寛
治
殿
見
請
し
異
験
給
也
ト
。
則
、
此
應
長
院
ハ
当
時
之
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は
深
ま
っ
て
い
る
。
翁
面
が
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
か
、
そ
の
淵
源
は
ま
だ
わ

か
っ
て
い
な
い
。

能
面
の
創
出
と
派
生
の
問
題
を
考
え
て
い
く
と
,
翁
面
の
持
つ
特
異
性
が
謎

と
し
て
浮
上
す
る
。
能
面
と
翁
面
の
間
に
あ
る
断
層
は
、
猿
楽
と
翁
と
の
関
係

を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

［
注
］

①
い
ず
れ
も
、『
能
を
読
む
①　

翁
と
観
阿
弥　

能
の
誕
生
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二

〇
〇
三
年
）
収
載
。

②
福
原
敏
男
『
祭
礼
文
化
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
五
年
）
に
飜
刻
。

③
『
禅
竹
能
楽
論
の
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）。

④
以
下
、
世
阿
弥
、
禅
竹
の
伝
書
の
引
用
は
日
本
思
想
大
系
『
世
阿
弥　

禅
竹
』
に

拠
る
が
、
一
部
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

⑤
宮
本
圭
造
「
願
掛
け
の
翁
舞
（
一
）（
二
）」（『
金
春
月
報
』
二
〇
〇
七
年
三
月
・

四
月
号
）

⑥
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
。
拙
稿
「
京
観
世
井
上
次
郎
右
衛
門
家
門
人
帳
」
解
題

と
翻
刻　

附
索
引
」（『
山
手
日
文
論
攷
』
二
十
六
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、「
京
観

世
井
上
次
郎
右
衛
門
家
門
人
帳
（
田
中
家
引
継
分
）」
解
題
と
翻
刻　

附
索
引
」（『
神

女
大
国
文
』
十
九
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
に
飜
刻
。

の
話
で
は
、そ
の
昔
、雨
乞
の
お
礼
に
村
中
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、八
面
を
「
人

前
ニ
着
テ
踊
リ
」
神
殿
に
納
め
た
後
、
三
四
人
が
祟
り
を
蒙
っ
て
よ
り
、
一
面

一
面
に
箱
が
寄
進
さ
れ
た
。
雨
乞
の
時
は
、
村
の
池
の
中
に
あ
る
「
面
洗
渕
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
平
ら
な
大
石
の
上
に
八
面
を
並
べ
、
笹
の
葉
で
水
を
注
ぐ
と
、

時
を
置
か
ず
雷
雨
に
な
る
と
い
う
。

現
在
も
、
甲
津
原
天
満
宮
に
は
十
面
が
所
蔵
さ
れ
、
昭
和
四
十
八
年
に
伊
吹

町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
明
治
初
年
の
合
祀
以
前
は
、
春
日
神
社

の
所
蔵
で
あ
っ
た
由
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
私
た
ち
が
調
査
を
行
っ
た
二

〇
〇
六
年
十
一
月
三
日
に
、
当
時
の
甲
津
原
区
長
で
あ
っ
た
高
橋
忠
雄
氏
か
ら
、

ほ
ぼ
同
じ
話
を
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
当
時
は
直
恒
の
『
覚
書
』
の
記
事

に
気
付
い
て
お
ら
ず
、
後
に
こ
れ
に
接
し
、
伝
承
の
生
命
力
を
再
認
識
し
た
。

同
社
所
蔵
面
の
中
で
は
悪
尉
面
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
十
面
の
内
、
一
面

は
吽
形
の
追
儺
面
で
あ
る
。
翁
面
の
他
に
三
番
叟
面
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
他

の
面
に
比
し
て
時
代
が
下
る
た
め
、
こ
れ
は
後
に
補
完
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ

う
。
す
れ
ば
、
明
和
六
年
時
の
八
面
は
吽
形
追
儺
面
と
三
番
叟
面
を
外
し
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
。

翁
面
を
三
番
叟
面
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
、
翁
面
が
雨
乞
を
含
め
農
耕
儀
礼
と

そ
の
信
仰
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
訛
伝
や
民
間
伝
承
へ
の
変
様
と
し

て
処
理
し
て
し
ま
え
な
い
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
猿
楽
が
修
正
会
、
修
二
会
に

お
け
る
辟
邪
の
儀
礼
に
関
わ
り
、
追
儺
に
お
い
て
毘
那
夜
迦
と
い
う
追
わ
れ
る

鬼
の
役
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
現
在
、
翁
と
翁
面
が
持
つ
謎


